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若 き研究者へ 「論文執筆のすすめ」
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　若 き研究者 の方 々!　 論文 を書 く=大 変 　とお考 えですね。 その通 り,と て も大変 で

す。で も,ど んな大変 なこ とも根気 よく続 けると変 化が起 きます。 そこで,私 の体験談

か ら,論 文執筆 に一歩踏み 出 して頂 ければ幸いです。

　私が卒後,学 会 で初 めて発表 させて頂いた内容 は 「全 身麻酔 中の気管チ ューブ固定法

の一工夫」で した。Power　 Pointの ない時代 に大変 な苦 労で当時の青焼 きスライ ドを作 っ

た ものです。当時の主任教授 か ら「学会で発表 した ものは必ずペーパ ーにす るよ うに!」

と指導 を受 け,卒 後2年 目で初 の論文 に挑戦 しま した。それは仕 上が り4ペ ージ程の少

ない内容で したが,文 章 を作 るの に,ワ ープロ 「太郎」(現 在 の一太郎の前身)で,種 々

の論文 を参考 に しなが ら3か 月ほ ど要 した と記憶 して お ります。 しか しなが ら,9割 程

が教授 に修正 され,全 く自分の文章 が残 らなかったの を覚 えてい ます。 さらに,参 考文

献引用について も指摘 を受 け,図 書館 の医学 中央雑誌,バ ックナ ンバ ー,図 書館相互利

用で何度 も調べて は書 き直 しました。教授 は忙 しい中で も,持 参 した原稿 はいつ も速や

かに見て くれ ま したが,そ のや りとりは何 回 も続 き,最 終的 に歯科麻 酔学会 雑誌 に投稿

す るまで半年 ほどかか りま した。教授 の修正 は魔法 のよ うで,修 正毎 に論文は驚 くほ ど

洗練 されてい きま した。 さらに,学 会の査読 か らも指摘 が入 り,私 は 「論文 を書 くのは

何 と大変 なことか…」 と落 ち込 みま したが,福 島県が生ん だ野 口英世 は,PCの ない時

代 に短 い生涯で300編 以 上の論文 を残 して います。 「諦めず継続 す る うちに何 とかな る

・・」 と自分に言 い聞かせ ま した。

　 その苦労の結晶が学会雑誌 に掲載 され た感動 も束 の間,間 髪 入れず に 「希釈式 自己血

輸血の研究」に関 して原著論文 を書 くことにな りました。原著論文 は,ボ リューム,統

計,参 考文献,図 表 な どが多 く,多 大 な労力 と時間 を費や しましたが,教 授 か らの文章

の修正率 は7割 程 にな り,次 の論文 は5割 程,次 は3割 程 と,み るみる減 ってい き,自

分の文章が残 るようにな りま した。文章 を作 る時間 も,3か 月程 か ら,2か 月,次 は1

か月 と,ど ん どん効率が上 が りま した。斯 くして卒後4年 目には,デ ー タが揃 ってい る

和文の原著論文 なら数 日で仕上 るよ うにな り,調 子 に乗 って年間数編 の論文 を書 きま し

た。

　 しか し,卒 後5年 目で,教 授 の推薦で ア メ リカのUCLA医 学部麻酔科 に留学 し,更

なる研究 に取 り組む ことにな りました。海外 では研究 の大変 さもさることなが ら,話 す

こと,読 む こと,書 くこと,全 て英 語です。当然,学 会発表 も英語で組み立 てなけれ ば

な らない分,日 本語の よ うに短 時間で は済 まな くな りま した。 また,1つ の論文 を作 る

の に3か 月ぐ らいかか る状態 に逆戻 り。 さらに,UCLAの 主任教 授 に も何度 も手直 し
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を受 け,加 えて,英 語論文 は簡単 にはアクセプ トされず,何 度か投稿 す る雑誌 を変 えな

ければな らない場合 もあ ります。私 は 「英語論文 を書 くの は何 と大変な ことか…」 と更

に落ち込み ま したが,日 本人 で も多 くの英語論文 を残 してい る研 究者 がい ます。 「諦 め

ず継続す るうちに何 とかなる…」 と自分 に言 い聞かせ ま した。参考文献 を読 むの も,辞

書で調 べなが らなので,最 初 は1編 読 むのに1日 ほど費や しま したが,連 続 して英語論

文 を読 む うちに,同 じ単 語が繰 り返 し出て くるの で,辞 書の使 用頻度 は激減 し,連 続

20編 読 んだ頃か ら辞書 は殆 ど要 らな くな り,20分 程度 で読 め るよ うにな りま した。 同

時 に,英 語論文 を仕上 げる時間 も,最 初 は3か 月,次 は2か 月,次 は1か 月 と,ど んど

ん効率が上 が りま した。斯 くして,ま た数年後 には,デ ータが揃 ってい る英文 の原著論

文で も数 日で仕上 るよ うにな り,調 子に乗 って年 間数編の英語論文 を書 くようにな りま

した。

　確かにい きな り英語論文 を数 日で仕上 げ るのは無理 で しょうが,物 事にはステ ップが

あ り,そ れ らを着実 にこな していれば,い つ かそのよ うな 日が来 ます。 しか し,一 度論

文 を書 いて,そ の後1～2年 と間 を開け過 ぎれ ば,せ っか くの スキル も振 り出 しに戻 っ

て上達 しませ ん。 また,若 い頃か ら空 いてい る時間 を使 って書 くとい う習慣 がない と,

数年経過 してか らで は,医 局でネ ッ トやマ ンガ,雑 談 など,遊 び時間が固定 して しまい,

論文執筆 とい う作業 が非常 に困難 にな ります。 したがって,若 い頃か ら空 いてい る時間

を使 って連続 して書 き続 ける習慣 が とて も大切です。 この仕事 中の空いてい る時間の使

い方 によって,若 い研究者の皆様 の将来 が決 まって くると言 って も過言 ではあ りませ ん。

　論文 を多 く投稿す ると,講 演依頼 や依頼原稿 が多 くな り,講 義や書籍の依頼 も入 って

きます。 そん な時 も,短 時間で文章 や図表 をまとめるスキル が生 きて きます。私 は今,

正に何 かをま とめることで 自分の仕事 が成立 していると実感 し,若 い頃か ら論文 を書 く

機会に恵 まれ たこ とに感謝 してい ます。 また,論 文執筆=勉 強　で あり,多 くの文献 を

参照す るうちに,自 然 と生 きた専 門知識 が身につ きます。

　以上は私 の経験です が,長 く研究 されて きた方 な ら誰で も同 じ経験 を有 す るはず です。

若い研究者 に大切 なキーワー ドは,1)学 会発表 した もの は必ず論文にす る。2)若 い

頃か ら空 いている時間を使 って連続 して書 き続 ける習慣 をつ ける。以上 の2点 を心 に留

めて頂 ければ,必 ずや次世代 を担 う大切な研究者 となるで しょう。

(奥羽大学歯学部口腔外科学講座歯科麻酔学分野)
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